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又
長
=
弾
勢
-
而
極
=
共
秘
-
怠
〈
“
歳
十
九
嫁
a
我
犬
人
一
生
a
四
男
一
女
二
夫

界
人
方
正
誠
貸
-
於
き
敬
貞
慈
吋
共
道
無
二
弗
'
建
比
昌
吉
賢
夫
人
-
而

無
v
飽
.
又
信
a
法
華
-
一
同
慈
悲
之
意
深
@
故
鴛
昌
孤
一
寡
貧
寒
之
人
コ
銅
=
衣

賓
-
而
賑
=
救
共
念
苦
-
者
d

前
後
不
v
可
-
丞
・
数
-
尖
.
此
他
行
欽
可
v
紀
者
-

寓
々
何
聾
云

ht
先
枇
以
=
享
保
六
年
七
月
二
十
五
日
-
生
，
以
【
覚
政
二

年
十
月
十
六
日
-
卒
a

享
年
七
十
。
卒
日
.
世
知
奥
v
不
v
知
“
皆
無
V

不
ν
惜

突
“
鳴
呼
哀
怠
〈
哉
.
寛
政
凶
年
十
月
十
六
日
孝
子
宮
悶
景
周
泣
血
書
。

と
あ
り
。
或
人
目
く
、
宮
田
痴
能
翁
の
皐
事
に
勉
強
し
て
百
事
陀
精

・
・
魂
を
蜜
し
、
三
州
志
以
下
敷
十
部
の
著
書
を
撰
定
す
。
是
皆
質
母

奥
村
氏
の
女
性
・
な
が
ら
幼
少
よ
り
詩
歌
を
作
り
、
書
籍
を
好
み
、
著

述
の
書
僻
あ
る
に
よ
り
、
母
の
気
風
を
う
け
た
る
も
の
た
り
と
、
彼

の
家
人
い
へ
り
と
ぞ
。
按
宇
る
に
、
燕
夜
風
雅
に
、
景
周
兄
弟
晶
一
一
有
昌

文
僻
・
者
a

金
母
氏
庭
訓
之
力
也
d

と
あ
る
に
て
も
知
ら
れ
け
り
。
景

周
兄
弟
と
は
.
賢
弟
宮
岡
彦
左
衛
門
が
事
也
。
此
の
人
も
撃
事
あ
り

と
い
へ
ど
も
‘
不
幸
に
し
て
天
明
六
年
罪
科
に
鹿
せ
ら
れ
、
翌
年
五

ナ
山
へ
配
せ
ら
れ
た
り
。

O
前
回
備
前
奮
第

延
賃
金
津
闘
を
考
ふ
る
に
、
宮
岡
治
部
左
衛
門
第
の
向
た
る
邸
地
を

，l
a

 
-
-
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外
の
御
用
多
〈
不
v
被
品
仰
出
吋
愛
に
先
年
た
ら
か
し
の
御
銀
と
て
、
鰭

士
不
勝
手
の
者
拝
借
し
、
知
行
の
内
を
除
知
し
て
演
し
け
る
に
、
借

銀
皆
済
す
れ
ど
如
何
の
間
違
ひ
に
や
除
知
不
v
腸
・
諸
士
難
儀
し
け
る

が
、
い
か
た
る
者
の
な
し
け
ん
。

た
ら
か
し
の
木
末
の
秋
は
過
ぎ
ね
れ
ど

ま
だ
か
り
が
ね
の
音
ぞ
聞
え
ぬ

た
ど
L
狂
歌
を
よ
み
も
て
は
や
し
け
れ
ば
、
出
雲
開
て
、
か
ゃ
う
の

外
聞
い
か
ど
友
り
、
最
早
御
参
勤
も
近
け
れ
ば
.
小
松
へ
参
り
是
非

に
願
は
ん
と
て
、
数
ク
僚
を
書
き
上
て
小
松
へ
参
り
、
御
前
へ
出
で
、

右
の
寄
附
を
指
上
け
れ
ば
‘
御
覧
被
v
成
‘
せ
が
れ
め
が
と
御
意
に

τ‘
書
付
を
ぽ
御
投
被
v
成
。
出
雲
何
共
不
=
申
上
一
風
と
立
て
御
次
へ

出
.
人
々
に
何
の
挨
拶
も
た
く
直
に
金
津
へ
腕
り
、
所
存
有
v
之
由
に

て
喪
を
長
如
庵
方
へ
返
し
‘
本
多
房
州
へ
断
り
け
る
は
.
我
緒
士
の

鏡
を
恩
ひ
、
小
松
に
至
り
.
御
仕
置
の
延
々
成
る
事
を
寝
中
v
願
け
る

施
、
か
ゃ
う
/
¥
の
被
v
成
方
也
。
我
若
惣
危
り
と
い
へ
ど
も
、
今
家

老
の
列
に
有
っ
て
軽
か
ら
宇
。
然
る
を
せ
が
れ
め
た

E
と
の
御
意

は
、
思
召
有

τの
事
と
存
宇
。
下
屋
敷
へ
引
錨
申
也
。
左
候
は
ど
定

而
検
使
按
-
仰
付
-
切
腹
可
v
仕
と
存
候
由
申
、
子
息
叉
勝
鵬
酬
を
引
連
.
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五..... ，、

前
田
備
前
と
記
載
し
、
前
口
四
十
六
間
二
尺
と
あ
り
て
、
後
ロ
地
は
御

貸
家
と
載
せ
た
り
。
共
の
隣
地
は
前
問
封
馬
と
あ
り
。
前
回
家
時
踏

に
‘
高
徳
公
六
男
利
貞
e

初
名
利
盟
e

幼
名
御
世
松
叉
乙
松
丸
，
長
而

稽
=
七
兵
衛
吋
又
改
=
稽
備
前
吋
慶
長
三
年
三
月
十
六
日
生
晶
子
山
城
伏
見
吋

同
五
年
五
月
使
且
榊
谷
信
浪
守
近
孝
撫
=
育
之
吋
悶
綿
は
瀞
谷
氏
吋
同
十
六

年
十
一
月
賜
=
五
百
石
吋
改
稿
a
前
田
氏
吋
同
十
九
年
十
月
於
a
江
州
六
禄
-

賜
-
-
五
千
石
↓
元
和
六
年
八
月
二
日
卒
。
廿
三
歳
.
生
母
名
阿
千
代
.
越

前
葛
野
坊
岡
縞
寺
女
也
d

と
あ
り
。
壬
子
集
鍬
位
戦
せ
た
る
横
山
外

記
覚
書
K
1
前
回
嘗
備
前
組
ぷ
備
前
殿
は
、
高
徳
院
様
六
十
二
の
二
つ

子
の
よ
し
‘
御
固
に
て
申
脅
し
候
と
見
b
、
横
山
志
摩
覚
書
K
.
備

前
殿
御
袋
は
沿
い
と
L
申
、
芳
容
院
様
召
仕
の
も
の
L
由
と
あ
り
。

さ
て
背
地
砲
幹
の
本
務
時
譜
に
、
利
貞
子
利
重
，
幼
名
叉
勝
J

長
稀
昌

出
雲
二
安
a
長
氏
逮
額
女
↓
明
暦
三
年
七
月
廿
九
日
卒
，
共
子
貞
親
自

稀
昌
備
前
五
需
品
長
氏
左
兵
衛
元
連
女
吋
賓
永
二
年
十
月
十
三
日
死
。
と
載

せ
た
り
。
右
廷
賃
金
津
闘
に
載
せ
た
る
前
田
備
前
は
、
二
代
備
前
也
。

O
前
回
出
雲
利
重
停
蹄

武
家
耳
底
記
に
云
ふ
。
加
州
黄
門
公
小
松
へ
被
v
骨
伊
入
、
前
回
出
雲
は

金
揮
の
大
老
を
勤
め
け
り
。
御
仕
置
の
事
共
小
松
へ
訴
へ
け
れ
ば
、

下
屋
敷
へ
引
入
、
家
来
中
何
も
限
を
遣
す
問
、
今
日
中
に
家
を
明
け

可
a
立
退
・
皆
申
渡
し
、
皆
散
々
に
成
け
れ
共
、
御
一
門
の
事
た
れ
ば
此

分
に
は
成
し
難
し
と
・
何
も
彼
方
此
方
に
た
よ
り
て
、
主
人
の
先
途

を
待
け
る
と
也
。
出
震
は
家
老
の
者
共
外
近
習
縫
に
七
・
八
人
に
て

下
屋
敷
へ
引
錨
る
。
共
内
黄
門
公
は
参
勤
し
給
ひ
け
る
が
、
江
戸
に

t
被
昌
仰
出
-
け
る
は
‘
出
雲
殊
の
外
立
腹
の
勝
也
。
淡
路
・
飛
騨
に
あ

っ
か
ひ
候
へ
と
の
御
意
也
。
淡
路
様
は
江
戸
に
居
給
ひ
、
出
雲
方
へ

書
紋
指
越
さ
る
。
飛
騨
様
は
御
在
所
よ
り
御
出
.
松
任
ま
で
御
越
寸

御
使
を
以
出
雲
へ
被
昌
仰
越
吋
今
般
引
錨
被
v
申
仕
形
元
千
高
也
、
黄
門

公
も
今
は
殊
の
外
御
難
儀
に
股
召
、
我
等
商
人
民
扱
候
へ
と
御
意
也
。

存
直
し
て
被
v
出
候
へ
。
御
留
守
中
御
城
下
へ
御
越
の
儀
は
遠
慮
被
v

成
、
不
v
欝
罷
伊
候
は
そ
今
曲
部
自
民
而
も
此
所
に
御
滞
留
被
v
成
よ
し

被
ν
仰
越
。
出
雲
返
答
陀
、
誠
に
一
群
有
次
第
也
。
別
の
所
存
を
以
て
引
館

、
候
ル
而
も
無
=
御
一
座
一
緒
士
の
矯
め
を
存
じ
訴
へ
け
る
底
.
御
貧
農
無
レ

之
候
へ
ば
‘
鰭
士
の
上
陀
有
て
共
佳
に
不
v
叶
‘
上
の
思
召
も
共
通
た

れ
ば
有
て
甲
斐
た
し
。
所
詮
検
使
を
引
諦
切
腹
と
存
じ
候
也
。
今
般

の
願
一
々
一
被
品
仰
出
一
緒
土
の
錫
め
に
能
成
候
は

r.
御
出
歩
下
に
不
v

及
罷
向
可
v
申
候
。
若
又
我
等
を
御
た
ら
し
、
罷
出
候
裁
に
一
被
v
遊
.
願

五
七




